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1.まともな複雑性を調べることは何を意味しうるか?(What is the significance of studying 
genuine complexity?) 大野克嗣(イリノイ大学 Urbana-Champaign校)
早川さんから「イリノイ大学の大野克嗣教授がサパテイカルを利用して暫く慶応に滞在すること
になりました.彼はくりこみ群の数理，高分子物理，複雑系，非平衡物理の研究者として知られ，
私も含めて非平衡研究者に強し、影響力を持っています.論客でもあり研究会の講演者として相応し
いと思いますが，私の要請では固辞されています.坂東さんが興味を持って話を聞きたい場合には
交渉してみる手もあります.J と知らせて下さった.さっそくお願いした r先生のくりこみ群の数
理は，素粒子分野でたくさんの方が興味を部各印象に残っておりますが，そのほかにも，高分子物
理，複雑系，非平衡物理など手がけておられます.先生のお話をネットなどで拝見して大変興味深
く感じておりますが，世話人の 1人でもある九後基研所長も， rぜひ来てお話願し1たしリといわれ
ました.物理学の真髄を明快に語ってくだされば若い人たちへの貴重なメッセージになると思いま
す.この時期に来日されるのも偶然とはいえ大変幸運ですJ
複雑系にもいろいろとご意見がありそうである r自然科学の中心的役割を果たしてきた物理学
が，もひとつ魅力に欠ける・・」というと， r理由は簡単，もはや文化の中心でもなんでもないからで
す.私が修行中(私は実験化学者でした)川崎恭治先生のところに出入りしていてそこの人に「そ
れは化学じゃないか」といわれるのが最悪の評でしたが，今や化学を物理に置きかえてもこれが通
用するかもしれません. 1905年にはアインシュタインは物理の世界にいたのか?投稿した雑誌は
全てレフェリーなしの雑誌だ、ったからよかったのではなかったか?そういうことこそ 2005年に反
省すべきことで、はなかったのでは・・」そこで私も「物理学が保守的になり，確立した領域しかや
らなくなったら，それは湯川スピリットに反すると思います.J といったら， r湯川先生が中心の大
昔の岩波の物理の講座には生物の物理がありました.これは見識であると思いました.新しい方の
岩波の物理の講座から生物が消えました.これもまた，その後の発展を見れば，見識であると思っ
たものですJ議論はいろいろとしていただいたがなかなか引き受けてもらえず， rご自由に，思って
おられることをお伝えいただければそれで十分なので・・」といったやり取りを何度もして， とう
とう何とかお引き受けし、ただいた r研究会の発表内容およびタイトルに苦慮しているのですが，複
雑系などもう話す人もいない話題だとある人にいわれたのですが，京都での立ち話で，年寄りしか
来ないから，通じるだろう」とのこと!乞ご期待!
2. DNAの情報の解読:生物物理から分子生物学・進化学へ宮田隆(JT生命誌研究館)
座長:坂東昌子(愛知大学)
宮田先生がお話下さるのはとてもうれしい.私自身は，直接宮田先生を存じ上げているわけでは
ないが，お書きになったものを見て，大変感銘を受け，ぜひとも物理学分野の方々に知っていただ
きたい，そしてそれは物理学の今後の発展のためにいい刺激になるだろうと思っている.この研究
会の題材は，単に物理学ということだけで閉じるのではなく，生命現象も含めてもっと幅広い立場
で自然現象に目を向けて，広い視点を持った基礎物理学の展望を作り出したいと考えている.湯川
先生もそのような立場で，基礎物理学研究所を構想されたのだということは，想像に難くない.だ
から，分野間の交流はもちろん，新しい分野への挑戦なども含めた活動が行われてきたのである.
宮田先生は，松田博嗣先生がおられるころ，アトム型研究員として滞在されたことにも大変興味
を持っている.そこで，湯川先生に直接接してお話され，先生の研究生活の中でそれがどういう形
で，現在までの研究に連関しているのか，生物学研究に対する展望なども含めて物理の枠にとらわ
れず話して頂きたいと思っている.どうかご自由に，研究会に参加した聴衆に話してくださればい
いと，思っている.タイトルは魅力的で，次のような説明がついていた.fDNAの情報の解読:生物
??
? ?
?
「基礎物理学の現状と未来一学問の系譜・湯川・朝永をうけて-J
物理から分子生物学・進化学へでは，基研にいたときに，どうしたら DNA塩基の順番が決定でき
るか，を考え始めました.その後，分子生物学・進化学へと専門分野を変えましたが，常にDNA
の情報が基礎にありました.大学院生だ、った私が，基研で何を感じ，学んだか，そしてそれを生物
学にどう生かしたかを，私の研究歴を通してお話ししてみようと思っておりますJ 詳細について
は，生命誌研究館のホームページで， 目次→6，研究館へょうこそ→6-4，スタッフ一覧→宮田隆
で辿れるということなので，是非一度サイトを覗いてみてほしい.
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